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１ 趣 旨 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地方教育行政法」という。）にお

いて、全ての教育委員会は、毎年、その教育行政事務の管理執行状況について自己点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが

義務付けられています。 

そこで、群馬県教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに、県民へ

の説明責任を果たすため、年度を区切りとして、前年度の状況について「教育委員会の

点検・評価」（以下「点検・評価」という。）を実施し、報告書にまとめています。 

 

２ 点検・評価の対象 

令和６年度は、第３期群馬県教育振興基本計画（以下「第３期計画」という。）に

基づき令和５年度に実施した４１項目※と教育委員会の取組（活動）について、点検

・評価を行いました。 

 

※ 第３期計画は、８つの基本施策に係る４３の取組と各施策を効果的に推進するための県教

育委員会の３つの取組で構成されていますが、このうち、取組全体が他部局の権限に属する

ものが２項目あり、それらは教育委員会の点検・評価の対象外であるため、対象は４１項目

となります。 
なお、対象外の２項目についても、第３期計画の進行管理の一環として、所管する所属が

行った自己点検・評価を参考に掲載しています。 

 

 

３ 点検・評価の方法 

 (1) 令和５年度の取組実績 

   第３期計画の取組ごとに、「令和５年度の取組実績」を挙げました。 
 

(2) ５年間の成果及び課題 

   第３期計画の計画期間全体を通じた「成果」及び計画期間全体を振り返った上での

「課題」を挙げました。 
 

(3) 指標の状況 

第３期計画の取組の効果を測定するために「施策の柱」ごとに設定している指標に

ついて、基準年度に対する進捗率を示しました。指標の進捗率は、原則として【（令

和５年度実績値－基準年度実績値）／（目標値－基準年度実績値）×１００】で表示

しています。なお、基準年度実績値がもともと大きいものや、測定値の母数が少ない

ものは、わずかな数値の動きで指標が大きく変動するものがあります。 

また、指標ごとに「指標の状況に係る５年間の総括」を記載しました。 
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 (4) ５年間の総括 

   「令和５年度の取組実績」や５年間の「成果」及び「課題」等を踏まえて、「施策

の柱」ごとに第３期計画の計画期間全体を通じた取組の総括を行いました。 

 

４ 第三者の知見の活用 

点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

ことが地方教育行政法で義務付けられています。群馬県教育委員会では、「群馬県教育

委員会の点検・評価委員会」を設置し、以下の委員から御意見、御助言をいただきまし

た。（五十音順、敬称略） 

 

 
氏  名 

 
所 属 等 

 
  大河原 眞美   

 

高崎経済大学名誉教授 

 
栗原 淳一 

 

群馬大学共同教育学部教授 

 
羽鳥 則夫 

 

羽鳥こども医院理事長 
伊勢崎佐波医師会会長 

 
細谷 可祝 

 

細谷工業株式会社代表取締役 

 
吉田 惠子 

 
沼田准看護学校講師 
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５ 点検・評価の対象としている第３期群馬県教育振興基本計画の概要 

 (1) 計画期間 

令和元年度～令和５年度 

 

 (2) 基本目標及び基本目標を具体化するための視点 

 【基本目標】 

たくましく生きる力をはぐくむ～自らの可能性を高め、互いに認め合い、共に支え合う～ 

【基本目標を具体化するための視点】 

  ① 生涯にわたり一人一人が持つ個性や能力を伸ばし、可能性を育むために、自ら学

び、自ら考える力を育成する視点 

②  誰もが互いに多様性を認め合い、共に支え合う社会をつくる視点 

    

第１期、第２期の基本計画の目標「たくましく生きる力をはぐくむ」を継続した上

で、第２期基本計画期間中の社会情勢の変化を踏まえ、基本目標を具体化するための

２つの視点を明確にし、この視点から掲げる次の８つの基本施策を推進し、たくまし

く生きる力を育んでいきます。 

 

 (3) ８つの基本施策 

  Ⅰ  時代を切り拓く力の育成 

社会的・職業的自立に必要な能力を育成します。 

文化芸術教育と郷土に誇りをもてる学びを推進します。 

国際的視点に立ち、自ら考えを発信できる力を育成します。 

  Ⅱ  確かな学力の育成 

基礎的・基本的な学習内容の定着を図るとともに、学びに向かう力を育みます。 

探究的・発展的な学習により社会へ参画する力を育成します。 

  Ⅲ  豊かな人間性の育成 

自他を大切にする心や自己肯定感を育むとともに、規範意識を高めます。 

いじめ防止に努め、良好な人間関係を築く力を育成します。 

  Ⅳ  健やかな体の育成 

児童生徒の体力向上を図ります。 

児童生徒の心身の健康を保持増進します。 

  Ⅴ  信頼される学校づくり 

教員の資質を向上し、互いに高め合う職場づくりを推進します。 

特別の支援を必要とする児童生徒の教育を充実します。 

特色ある学校づくりを推進します。 

  Ⅵ  安全・安心な学びの場づくりと防災・危機対応能力の育成 

安全・安心な教育環境を確保します。 

災害等から身を守る力の育成と児童生徒の安全の確保を地域ぐるみで推進します。 

  Ⅶ  家庭の教育力向上と学校・地域の連携・協働の推進 

幼児期の教育の充実を図ります。 

学校と地域の連携・協働を推進します。 

  Ⅷ 生涯学習社会の構築 

生涯にわたる多様な学びを推進します。 

社会教育を推進します。


